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６月 28日（火）９時から、2022三浦半島統一メーデーで集

まったタオルやティッシュ、全駐労横須賀支部から頂いたマス

クを三浦半島地域の障がい福祉施設・児童施設に寄贈しました。 

９時 30 分には横須賀市の障がい福祉施設はやぶさ工房にタオ

ル 100本・マスク 365枚とティッシュ 200個を、10時 30

分から鎌倉児童ホーム

にタオル 135 本・マス

ク 365 枚・ティッシュ

500個を、11時 30分

に葉山幸保愛児にタオ

ル 129本・マスク 365

枚・ティッシュ 500 個

を、それぞれの施設を訪れて

寄贈しました。 

 各施設からは生活必需品は

非常に助かる、特にタオルの

需要は多くあり、非常に助か

るとの話しとともにお礼の言

葉を頂きました。 

2022 三浦半島統一メーデー時、各組織からの温かい寄贈に感謝を

申し上げます。 

今後も様々なボランティア活動に取り組んで行きますのでご協力を

よろしくお願いいたします。 

 
 

 

 

６月 28 日（火）13 時に三浦市役所にある三浦市教育委員

会を訪れて、2022 三浦半島統一メーデー期間に全駐労横須

賀支部から頂いたマスク５枚セットになっているもの

1,100セット、合計 5,500枚を寄贈しました。 

マスクにつきましては寄贈先を労福協事務局で相談した結

果、三浦半島地域の障がい福祉施設・児童施設の他、新たに

需要があることが分かった、三浦市の小中学校 11 校に配布

することを決定しました。学校では児童・生徒が外あそびや

体育等でマスクを落として汚してしまった時などに対応する

ため、一定数マスクをストックしておく必要があるそうです。 

そこで全駐労横須賀支部から頂いたマスクを１校あたり、マ

スク５枚セットになっているもの 100 セットに仕分け、１

校・500枚寄贈できるようにして、今回、三浦市教育委員会

及川教育長に寄贈しました。 

及川教育長からは、暑い夏が到来しており、熱中症対策等のためマスクを外す場面もあるようですが、感染

症対策との兼ね合いもあるという、学校が困っている実態を聞くことができました。 

三浦半島統一メーデーで集まったタオルなどを施設に寄贈!!! 

はやぶさ工房寺田所長に寄贈 

幸保愛児髙橋理事長・平野所長に寄贈 

鎌倉児童ホーム加藤施設長に寄贈 



 

 

 

 

７月 11日（月）18時 30分から、ヴェルクよこすか６階ホール

（200名収容）にて、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上

（検温・アルコール消毒・ソーシャルディスタンス確保）、65名参

加のもと『三浦半島労福協・地域連合共催の福祉団体セミナー』を

開催しました。 

冒頭、中澤会長からは福祉団体が設立された経緯や必要性やセミ

ナー後には有効に活用してほしいとの挨拶があり、県労福協天野事

務局次長からはお米一合運動・タオル一本運動・福祉団体との連携

への御礼の挨拶がありました。 

その後セミナーをスタート

して、ろうきんから自治体提

携ローンのメリットを中心

にカードローンなどの説明

を受けました。自治体提携ロ

ーンは各自治体から補助金を受けて運用している制度でお得です。

しかし近年は各自治体の財政が厳しいことから、中止・廃止する自

治体が増えています。この制度を維持するためにもメリットを理解

して利用率を上げていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にこくみん共済 coopか

らは近年多発する自然災害

の様々な事例紹介をした後

に、それらの自然災害へ対応

できる有効な商品などの説

明を受け、備えあれば患いな

しを学びました。 

セミナーの最後はエル・ビ

ー・エーから、組合活動や組

合員にとって様々な角度で

便利な商品提供を行ってい

る中で今回は住宅リフォームの話がされました。リフォームにつ

いては価格がはっきりしない中も悪徳業者により、手抜き・欠陥

工事や膨大な費用請求などの問題が発生しています。安心安全な

エル・ビー・エー利用をお勧めします。最後に椿副会長が福祉団

体の共助の意味と利用促進活動のお願いの挨拶をし、福祉団体セ

ミナーを終了しました。 

1

近年の主な自然災害

平成29年度 防災白書「我が国における主な自然災害」より

１００年に一度といわれる災害が、今や毎年発生しています。
災害は、いつ・どこで発生しても不思議ではありません。「自分だけは大丈夫」だから、
「自分にも必ず降りかかる」との意識へ変えることが必要です。

13

まとめ

近年の自然災害を振り返ると、多くの方が危険にさらされたり、経済的な
問題に直面する事態が発生しています。

例えば、風水害や地震で被災した際、充分な備えがなかった場合には
「生活が破綻」してしまうリスクがあります。

風水害や地震で住宅が全壊しても住宅ローンはなくなりません。「二重
ローン」の問題は東日本大震災や熊本地震でも大きな社会問題として取り
あげられました。

生活再建には、やはり「保障」で備えることが必要不可欠です！

新火災共済＋新自然災害共済の加入をおすすめします！

「自治体提携ローン」
（勤労者生活資金貸付制度）

◇〈ろうきん〉が各自治体と提携して、当該自治体に「居
住」または「勤務」している方を対象に無担保で資金を融
資する制度です。

◇資金使途は自治体がそれぞれ定めていますが、うち
『医療費』『耐久消費財購入費』は通常「フリーローン」の
対象となりますが、本制度なら低い金利で利用が可能で
す。

◇横須賀市は今年度より制度改定となり、ご利用可能額
は減額となったものの、さらに低金利でご利用できるよう
になりました！
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